
監
査
結
果
の
公
表

（
そ
の
４
）

　

令
和
５
年
度 
定
期
監
査
（
そ

の
４
）
を
実
施
し

た
結
果
（
一
部
抜

粋
）
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

茂
原
市
監
査
委
員　

風
戸　

博
恭

茂
原
市
監
査
委
員　

細
谷
菜
穂
子

◆
監
査
の
対
象

【
都
市
建
設
部
】

　

土
木
建
設
課
・
土
木
管
理
課
・

都
市
計
画
課
・
建
築
課
・
都
市
整

備
課
・
下
水
道
課
・
川
中
島
下
水

処
理
場

◆
監
査
の
着
眼
点

　

各
所
管
の
財
務
に
関
す
る
事
務

の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事
業
の

管
理
並
び
に
そ
の
他
の
事
務
の
執

行
が
法
令
等
に
適
合
し
、
適
正
か

つ
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
、

組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
に
努
め

て
い
る
か
に
主
眼
を
置
き
監
査
を

実
施
し
た
。

◆
監
査
の
実
施
内
容

　

各
部
署
か
ら
提
出
さ
れ
た
定
期

監
査
資
料
に
つ
い
て
、
補
助
職
員

に
よ
る
予
備
監
査
を
実
施
し
、
監

査
当
日
は
、
監
査
対
象
部
署
の
長

等
か
ら
説
明
を
受
け
、
関
係
職
員

に
対
し
て
質
疑
を
行
う
こ
と
に
よ

り
実
施
し
た
。

◆
監
査
の
場
所
　

茂
原
市
役
所

東
茂
原【
内
水
対
策
関
連
事
業
工
事
】

◆
監
査
の
期
間
　

　

令
和
６
年
１
月
11
日
か
ら
令
和

６
年
３
月
14
日
ま
で

◆
監
査
の
結
果

　

監
査
の
結
果
、
法
令
等
に
適
合

し
、
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

た
が
、
一
部
検
討
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
事
項
が
見
受
け
ら
れ
た
。

な
お
、
複
数
の
部
署
に
共
通
す
る

事
項
に
つ
い
て
は
【
共
通
事
項
】

に
掲
げ
、
各
部
署
へ
の
個
別
事
項

に
つ
い
て
は
【
部
署
別
事
項
】
に

掲
げ
た
。

【
共
通
事
項
】

○
全
課
共
通

・
本
市
の
財
政
運
営
は
、
子
育
て

支
援
等
の
社
会
保
障
関
係
費
の
増

加
に
加
え
、
突
発
的
な
災
害
対
応

に
伴
う
費
用
等
に
よ
り
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
今
後
も
財
政
負

担
の
更
な
る
増
加
に
よ
り
、
状
況

の
改
善
が
見
通
せ
な
い
中
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
現
状
を
正
し
く
認

識
す
る
と
と
も
に
、
各
々
の
立
場

で
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
改
め

て
事
務
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減

等
の
意
識
を
持
ち
な
が
ら
住
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
本
市
に
お
い
て
は
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
従
来
の

手
法
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

よ
り
効
率
的
な
工
法
の
採
用
、
資

材
選
定
の
最
適
化
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト※

１

の
縮
減
等
、
様
々
な

角
度
か
ら
創
意
工
夫
し
、
安
全
安

心
な
市
民
生
活
の
確
保
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

【
部
署
別
事
項
】

〈
都
市
建
設
部
〉

○
土
木
建
設
課

・
令
和
５
年
２
月
に
無
料
化
さ
れ

た
千
葉
外
房
有
料
道
路
に
つ
い
て

は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
、

千
葉
市
及
び
沿
線
の
市
原
市
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
通
称
を
検

討
さ
れ
た
い
。

・
内
水
対
策
関
連
事
業
に
つ
い
て

は
、
狭
小
排
水
路
、
地
盤
沈
下
な

ど
様
々
な
要
因
に
対
す
る
効
果

的
・
効
率
的
な
対
策
を
講
じ
、
更

な
る
内
水
被
害
の
軽
減
に
注
力
さ

れ
た
い
。

○
土
木
管
理
課

・
重
大
事
故
の
要
因
と
な
り
得
る

道
路
不
良
箇
所
の
解
消
に
あ
た
っ

て
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
多
種
多
様
な
通
報
手

段
を
検
討
し
、
早
期
対
応
に
努
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の

情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
モ
バ
り

ん
レ
ポ
ー
ト
な
ど
従
来
の
手
段
も

含
め
た
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

広
く
周
知
さ
れ
た
い
。

・
大
雨
等
に
よ
る
浸
水
か
ら
家
屋

等
を
守
る
た
め
に
は
事
前
の
備
え

が
肝
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去

水
害
が
あ
っ
た
地
域
を
重
点
的
に
、

土
の
う
の
無
料
配
布
を
通
年
で
実

施
し
て
い
る
旨
、
積
極
的
な
周
知

を
行
わ
れ
た
い
。

・
水
防
訓
練
に
つ
い
て
は
、
水
防

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
多
く
の
関
係
団
体
の
参
加

に
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

大
雨
等
に
よ
る
河
川
氾
濫
で
起
こ

る
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
に

果
た
す
役
割
は
大
変
大
き
い
こ
と

か
ら
、
訓
練
の
更
な
る
充
実
に
努

め
ら
れ
た
い
。

○
都
市
計
画
課

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
第
６
次
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
市

民
会
議
に
お
け
る
多
種
多
様
な
意

見
を
聴
き
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的

な
施
策
を
検
討
し
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
努
め
ら
れ
た

い
。

・
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
茂
原
駅
南
口
公
共
駐
車
場

に
係
る
地
方
債
の
償
還
が
今
年
度

で
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

収
益
を
有
効
活
用
し
、
計
画
的
な

老
朽
化
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
将
来
の
対
応
を
見
据
え
た
基

金
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
い
。

・
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

通
勤
・
通
学
な
ど
市
民
の
移
動
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
が
、
近
年
は
人
口
減
少
等
の

影
響
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ

や
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
課
題
を

整
理
し
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ま
れ
た
い
。

▲全文はこちら
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